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新
春理

事
長
と
話
そ
う
会

平
成
31
年
３
月
８
日
金
曜
日
今
年
度

２
回
目
と
な
る
理
事
長
と
話
そ
う
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
10
名
の
方

が
参
加
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。
一
部
で
は
あ
り
ま
す
が

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

◆
参
加
さ
れ
た
方
よ
り

つ
ば
さ
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
参
加
者

が
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
今
後
増
え
な

い
か
？

■
万
葉
の
里
よ
り

ス
ポ
ー
ツ
教
室
は
、
金
曜
日
の
夕
方

16
時
か
ら
開
催
し
て
お
り
、
健
康
教
室

と
の
す
み
分
け
を
し
て
い
る
。
ス
ポ
ー

ツ
教
室
は
、
ボ
ッ
チ
ャ
を
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
中
心
と
し
、
健
康
教
室
に
比
べ
る
と

ア
ク
テ
ィ
ブ
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
な
っ
て

い
る
。
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
競
技
で
も

あ
る
た
め
、
広
く
面
白
さ
を
伝
え
ら
れ

た
ら
と
考
え
る
。

◆
参
加
さ
れ
た
方
よ
り

は
ば
た
き
の
昼
食
外
出
を
月
に
２
、

３
回
し
て
ほ
し
い
。

■
万
葉
の
里
よ
り

は
ば
た
き
で
は
、
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
は

ひ
と
り
で
は
こ
わ
く
て
い
け
な
い
等
、

ひ
と
り
で
は
外
食
す
る
機
会
が
少
な
い

と
い
う
声
が
あ
る
中
で
、
昼
食
外
出
を

し
て
い
る
。
「
30
年
ぶ
り
に
と
ん
か
つ

を
食
べ
た
！
」
と
い
う
声
や
、
バ
ス
、

電
車
に
乗
る
こ
と
が
苦
手
だ
っ
た
人
が
、

次
第
に
乗
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
利
用
日
数
を
増
や
し
て
い
る

方
も
い
る
。

◆
参
加
さ
れ
た
方
よ
り

つ
ば
さ
の
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
グ
ル
ー

プ
に
参
加
し
て
い
る
。
話
す
こ
と
が
苦

手
だ
っ
た
が
、
安
心
し
て
利
用
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。

■
万
葉
の
里
よ
り

つ
ば
さ
の
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
グ
ル
ー

プ
は
、
は
ば
た
き
と
の
合
同
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
な
っ
て
い
る
。
普
段
、
話
題
に

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
生
活
上
の
困
り

ご
と
等
を
安
心
し
て
話
す
こ
と
が
で
き
、

自
分
の
経
験
が
他
者
の
た
め
に
な
る
こ

と
や
、
他
者
の
話
を
持
ち
帰
り
、
自
分

に
い
か
す
こ
と
が
で
き
る
機
会
と
な
っ

て
い
る
。

３
月
10
日
日
曜
日
、
障
害
者
セ

ン
タ
ー
に
て
高
次
脳
機
能
障
害
を

テ
ー
マ
に
市
民
福
祉
講
座
を
開
催

し
ま
し
た
。

講
師
の
柴
本
礼
さ
ん
は
、
高
次

脳
機
能
障
害
の
夫
と
暮
ら
す
日
常

コ
ミ
ッ
ク
「
日
々
コ
ウ
ジ
中
」
の

著
者
で
す
。
「
日
々
コ
ウ
ジ
中
」

は
、
夫
コ
ウ
ジ
さ
ん
と
ご
家
族
が
、

と
も
に
暮
ら
す
中
で
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
か
ら
、
高
次
脳
機
能
障
害
の
症

状
や
生
活
の
し
づ
ら
さ
な
ど
、
読

む
人
に
わ
か
り
や
す
く
伝
わ
る
コ

ミ
ッ
ク
で
す
。
今
回
の
講
座
で
も
、

柴
本
さ
ん
は
、
軽
快
な
口
調
で
、

明
る
く
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら
、

話
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

参
加
者
の
み
な
さ
ま
か
ら
は
、

「
当
事
者
に
は
居
場
所
を
、
家
族

に
は
支
え
を
、
と
い
う
言
葉
が
印

象
的
で
し
た
」
「
非
常
に
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
で
明
る
い
方
だ
っ
た
の
で
、
当

事
者
で
あ
る
自
分
に
も
話
が
ス
ム
ー

ズ
に
受
け
入
れ
ら
れ
ま
し
た
」

「
柴
本
さ
ん
の
自
然
体
な
と
こ
ろ

が
よ
か
っ
た
で
す
。
自
分
自
身
を

振
り
返
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

「
高
次
脳
機
能
障
害
は
よ
く
な
る
、

と
い
う
視
点
が
あ
ま
り
持
て
て
い

な
か
っ
た
こ
と
に
気
づ
け
ま
し
た
」

な
ど
、
そ
の
ほ
か
に
も
た
く
さ
ん

の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
内
容
で
市

民
福
祉
講
座
の
開
催
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

平
成
30
年
度
国
分
寺
市
民
福
祉
講
座

夫
が
く
も
膜
下
出
血
で
倒
れ
た
と
き

高
次
脳
機
能
障
害
者
が
家
族
の
支
え
で
社
会
復
帰
を
果
た
す
ま
で

～
と
も
に
支
え
、
と
も
に
生
き
る
社
会
を
目
指
し
て
～

講師の柴本礼氏



1977年12月3日第三種郵便物認可(毎月18回1・2・3・5・6・7の日発行）2019年4月2日発行 SSKP通巻7133号

平成30年10月、特定相談・

障害児相談支援事業、地域活動
支援センター事業、日中一時支

援事業をご利用の方を対象に、

利用者アンケートを実施しまし

た。多くの方にご協力いただき、
感謝申し上げます。今回のアン

ケートの集計結果を報告させて

いただきます。

◆アンケート回答者

・指定管理事業 ３事業

（特定相談・障害児相談支援事
業、地域活動支援センター事業、

日中一時支援事業）

配布数381名
回収数（回答率）

189名（49.6％）

◆事業・運営について
理念・基本方針については

「よく知っている」と回答いた

だいた方は30名、「なんとな

く知っている」と回答いただい
た方は105名となりました。

「知らない」の回答が48名と

昨年よりも22名減少しました。
「知らない」と回答いただいた

方のうち29名が特定相談・障

害児相談支援事業を利用してい

る方でした。苦情解決システム
については「知っている」と回

答いただいた方が111名と、昨

年とほぼ横ばいの結果となりま

した。

◆サービスについて

「どちらかといえばはい」も

含め、平均して約１５０名を超
える方に満足いただいています。

居心地については、昨年度と横

ばいの結果となりましたが、安
心感、満足度については約４％

減少しています。

◆各事業の結果について

①特定相談事業
・障害児相談支援事業

①話をしっかり聞いてるか、

②気持ちを汲み取った計画書を

作成しているかについては「ど
ちらかといえば」を含め「はい」

の回答の割合は８５％を超えて

ます。④連絡体制については、
「はい」の回答が５９名（４７

％）と、昨年より約８％減少し

ました。③必要な情報の提供、

④連絡体制については１０名を
超える方に不満が残る結果とな

りました。

②地域活動支援センターつばさ
サロン事業に関しては、登録

更新面談や新規面談でその方の

ニーズにできるだけ沿った使い

方をみつける取り組みが、「は
い」「どちらかと言えばはい」

を合わせて約７８％（要望を伝

えられている）と８０％（希望

に合っている）と満足度の高さ
につながる結果となりました。

支援スタッフの話しやすさは

「どちらかといえば」を含める
と約８４％の方に満足いただい

ていますが、困ったことがある

ときに支援スタッフに言いやす

いですかの設問に「いいえ」
「どちらかといえばいいえ」と

感じている利用者が約１３％と

なりました。

③短期入所・日中一時支援事業
どの設問も約９５％以上の方

に満足いただいており、「いい

え」の回答は０名でした。

みなさまからいただきました

ご回答、ご意見につきましては、
各事業職員で共有、分析を行い、

今後のサービス、支援力の向上

に努めてまいります。

今年度も１０月に利用者アン
ケートの実施を予定しておりま

す。みなさまのご協力をよろし

くお願いいたします。

平成30年度 利用者アンケート結果報告
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・
阿
部

陽
一
郎
様

・
豊
住

隆
寛
様

・
な
の
は
な
会
様

・
匿
名
ご
希
望
２
名
様

多
数
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
ご
来
所
い
た
だ
き

ま
し
た
。
み
な
さ
ま
の
ご
芳
志
に
、
こ
こ
ろ
よ
り

深
謝
い
た
し
ま
す
。

ご
芳
志

編
集
後
記

編
集
担
当
者
の
つ
ぶ
や
き

発
行
所

郵
便
番
号
一
五
七

Ｏ
Ｏ
七
二

東
京
都
世
田
谷
区
祖
師
谷
三-

一-

十
七

ヴ
ェ
ル
ド
ゥ
ー
ラ
祖
師
谷
一
〇
二
号
室

特
定
非
営
利
活
動
法
人

障
害
者
団
体
定
期
刊
行
物
協
会

定
価
五
十
円

平
成
31
年
1
月
１
日
～
3
月
31
日

「
平
成
30
年
度

支
援
に
関
す
る

実
践
研
究
・
実
践
報
告
発
表
会
」

去
る
３
月
８
日
、
法
人
内
部
の
四
部
署
、
地
域

支
援
１
課(
つ
ば
さ)

、
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
、

通
所
支
援
１
課(
太
陽)

、
通
所
支
援
３
課(

こ
の
里)

が
、
支
援
に
関
す
る
実
践
を
積
み
重
ね
、
そ
れ
ぞ

れ
が
設
定
し
た
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
分
析
を
行
い
、

工
夫
を
凝
ら
し
て
発
表
し
ま
し
た
。

◆
各
事
業
報
告
内
容

・
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
つ
ば
さ

「
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
つ
ば
さ
で

自
信
を
持
っ
て
働
く
に
は
」

・
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

「
基
幹
が
果
た
し
て
い
る
機
能

～
相
談
実
績
か
ら
の
分
析
～
」

・
生
活
介
護
事
業
こ
の
里

「
働
く
ま
で
の
道
の
り
・
・
・

自
分
を
見
つ
め
な
お
す
た
め
に
」

・
生
活
介
護
事
業
太
陽

「
利
用
者
間
の
関
係
性
を
円
滑
に

進
め
る
た
め
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
」

KO

CO

・
ジ
ャ
ム
の
朝
は
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
の
入
居
者
が
知
ら
せ
て
く
れ
る
天
気
話
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。
少
し
前
は
、
「
今
日
の
最
高
気

温
は
２
度
、
雪
が
降
る
か
も
ね
」
だ
っ
た
の
が
、

「
今
日
は
20
度
超
え
、
半
袖
だ
よ
」
と
な
り
、
季

節
の
移
り
変
わ
り
を
感
じ
て
い
ま
す
。

国
分
寺
は
、
路
上
か
ら
富
士
山
が
く
っ
き
り
見

え
る
場
所
が
幾
つ
か
あ
り
ま
す
。
真
冬
は
、
美
し

い
純
白
の
雪
の
衣
を
纏
っ
た
雄
姿
を
、
こ
く
ベ
ジ

を
育
て
る
畑
の
向
こ
う
に
拝
め
ま
し
た
。
今
は
、

春
霞
に
ぼ
ん
や
り
し
て
い
ま
す
。
「
こ
く
ベ
ジ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
よ
る
と
、
市
域
に
占
め
る
農
地

の
割
合
は
多
摩
26
市
中
２
位
で
、
ま
さ
に
、
く
ら

し
の
近
く
に
農
が
あ
り
ま
す
。
こ
ん
な
豊
か
な
環

境
が
あ
る
、
国
分
寺
市
の
世
帯
数
は
微
増
し
続
け
、

人
口
12
万
３
千
人
と
な
り
、
子
育
て
世
代
も
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
手
頃
な
大
き
さ
の
ま
ち
に
な
っ
て

い
ま
す
。
だ
れ
も
が
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
を
目
指

し
、
今
年
度
も
日
々
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

国
分
寺
市
障
害
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

中
川

愛

第
三
者
評
価
受
審
結
果
に
つ
い
て

平
成
30
年
度
、
国
分
寺
市
障
害
者
セ
ン
タ
ー
で
は
多
機
能
型
で

あ
る
生
活
介
護
事
業
、
自
立
訓
練
事
業
、
就
労
継
続
支
援
事
業
Ｂ

型
の
３
事
業
と
短
期
入
所
事
業
を
対
象
に
第
三
者
評
価
を
受
審
い

た
し
ま
し
た
。
ご
利
用
の
み
な
さ
ま
に
は
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ

き
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

評
価
機
構
の
評
価
に
つ
き
ま
し
て
は
、
「
と
う
き
ょ
う
福
祉
ナ

ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
（w

w
w

.fu
k
u
n
a
v
i.o

r.jp
)

」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
お
い
て
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

み
な
さ
ま
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
意
見
、
ご
指
摘
事
項
、
評

価
機
関
か
ら
の
評
価
に
つ
き
ま
し
て
は
職
員
間
で
共
有
し
、
今
後

の
事
業
運
営
と
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。


